
 

 

 

 

 

実り豊かな「学びの秋」へ  

教頭  楢山  亮  

朝夕の風に秋らしさを感じる心地よい季節となりました。長い夏休みを終えてから
１か月が経ちました。子どもたちの元気な挨拶、笑顔、そして真剣なまなざしを見る
と、学習活動に対するやる気が満ちていることを感じ、とてもうれしく思います。夏
休みは、きっと、子どもたち一人一人にとって、様々な経験と思い出が詰まった時間
だったことでしょう。家族と出かけたり、友達と遊んだり、スポーツに汗を流したり、
じっくりと本を読んだり、宿題や自由研究を頑張ったりと、普段の学校生活ではでき
ない経験を積み重ね、心も体も一回り大きく成長したことと思います。その経験は、
子どもたちの「知」や「心」の土台を築く大切な財産です。この夏に得た発見や感動
を、是非これからの学びに生かしてほしいと思います。  

さて、もうすぐ前期が終わり、いよいよ後期がスタートします。秋は古来より「学
びの秋」「読書の秋」と言われますが、それは、暑さから解 放され、集中して物事に
取り組むのに最適な季節だからです。気温が下がり、身体が落ち着くにつれて、心も
また、深い思考や探究に向かう準備を始めるようです。この「学びの秋」を、ただ単
に知識を詰め込む時期として捉えるのではなく、子どもたちが自らの好奇心を掘り下
げ、知的な冒険へと踏み出すきっかけにしてほしいと願っています。  

学びの原動力は、「なぜ？」という素朴な疑問から生まれます。授業中に先生が話
すこと、本に書かれていること、テレビで観たニュース。それらすべてを当たり前だ
と受け流すのではなく、「なぜだろう？」「どうしてそうなるのだろう？」と立ち止ま
って考えること。この小さな問い掛けが、学びを深める第一歩となります。空が青い
理由、蝉が鳴く仕組み、友達が笑ったわけ。子どもたちの世界は、不思議に満ちあふ
れています。私たちは、その純粋な好奇心の芽を摘むことなく 、むしろ、一緒に「な
ぜ？」の答えを探す伴走者でありたいと思い ます。そして、感じた疑問やその答えを
言葉で表現することを通して、さらに深く考える習慣を子どもたちに身に付けていき
たいと思います。  

また、「学びの秋」に欠かせないことの一つに「読書」があります 。
本は、時空を超えて、様々な世界へと私たちを連れて行ってくれます。
歴史上の偉人たちの生き様、遠い国の暮らし、空想の冒険。一冊 の本が、
子 ども たちの 想像 力を 掻き 立て、 視野 を広 げ、 心を豊 かに して くれ ま
す。難しい本でなくてもかまいません。絵本でも、漫画でも、図鑑でも、
子どもたちが「面白い！」と感じる本との出会いを大切にしてほしいと
思います。そして、もし可能であれば、親子で同じ本を読んで、感想を
語り合う時間を作ってみてはいかがでしょうか。「あの登場人物はどうしてあんな行
動をとったのだろう？」といった問いかけは、物語への理解を深めるだけでなく、親
子の絆を育む貴重な機会となるはずです。  

学びとは、必ずしも壮大な発見ばかりではありません。昨日よりも漢字を一つ多く
覚えたこと、鉄棒で逆上がりができるようになったこと、友達の気持ちを理解して行
動できたこと。日々の生活の中にある、小さな「できた！」の積み重ねこそが、子ど
もたちの自信となり、次の学びへの意欲へとつながります。私たちは、子どもたち一
人一人の努力を認め、褒め、その成長を喜びたいと考えています。その子が頑張った
過程や前向きな姿勢を見守る温かい眼差しが、子どもたちの心を大きく育むのだと思
います。  

実り豊かな「学びの秋」は、子どもたちの可能性を無限に広げる大切な時期です。
御家庭と学校が手を取り合い、子どもたちの「学びたい」という純粋な気持ちを育ん
でいけるよう、今後とも御理解と御協力をよろしくお願いいたし ます。  
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幼児・児童・生徒の

活動の様子  

 

幼稚部  5 歳おとまり会  

７月 1 0 日、 1 1 日に 年長 組 の おと まり 会

を行 いま した。デザ ート を作 った り、消 防

署見 学で 放水 を経 験 した り、夕食 で作 っ た

チ ー ズ ハ ン バ ー グ カ レ ー は み ん な 残 さ ず

食べ まし た。肝試 し は 勇 気を もっ て一 人 で

頑張 り、 笑顔 いっ ぱ いで 花火 をし まし た 。

布団 に 横 にな ると 、少し 寂し そう にす る 様

子も あり まし たが 、朝ま でぐ っす り 眠 る こ

とが でき まし た。家 族に 会え た時 は、嬉 し

さの あま り我 慢し て いた 涙が ぽろ ぽろ … 。

みん な と ても 仲良 く 、協 力し 合い なが ら 一

緒に 過ご し、５人 の 絆が さら に深 まっ た お

とま り会 とな りま し た。（文 責： 小笠 原）  

小学部  一日防災学校  

小学 部低 学年 グル ー プは 、新 陽小 学校 や

札 幌 北 高 校 な ど 学 校 の 周 り に あ る 避 難 場

所を 確認 する ため に「防災 散歩」を行 い ま

した。中学 年グ ルー プは、避難 場所 で使 え

る「新 聞紙 スリ ッパ 作り」に 取 り組 みま し

た。高 学年 グル ープ は、体 育館 で「 避 難 所

生活 の疑 似体 験 」を して から、避難 所運 営

に必 要な こと につ い て確 認し まし た。子 ど

もた ちの 実態 に応 じ て、防災 への 意識 を 高

める こと につ なが っ たと 思い ます 。  

（文 責： 沢田 ）  

 
小学部５年  宿泊学習  

７月 1 7 日～ ７月 1 8 日の ２日 間、 小樽 市 内で 宿泊 学習 を 行 いま

した 。  

 自 分自 身で 考え 、協力 して 行動 し、５ 分前 行動 の ル ール で 、楽し

い 時 間 を 過 ご す こ と が で き ま し た 。 炊 事 の 際 に 自 分 た ち で 炊 い た

ご飯 は も ちも ちの 白 い ご 飯で 格別 なも の だっ たよ うで す。  

 今 後は 、こ の経 験 を 生 かし 、さ らに 仲 間と 高め 合い 、充 実 した学

校生 活を 送っ てい っ てく れる こと と期 待 して いま す。（ 文責：髙根 ） 

～１０月行事予定

～  

 １ 日（ 水） 耳鼻 科 相談 日            

 ３ 日（ 金） 参観 日 ・ P TA ふれ あい フェ スタ    

 ６ 日（ 月） 朝会 ・ 任命 式（ 小） 朝会 （ 中）  

 ７ 日（ 火） 二計 測 （ 幼 ）  

 ９ 日（ 木） P TA 手 話 サ ーク ル  

１０ 日（ 金） スク ー ルカ ウン セラ ー来 校  

１４ 日（ 火） 青色 防 犯パ トロ ール 隊出 発 式  

１７ 日（ 金） ハロ ー ミュ ージ アム （小 ５ ）  

２２ 日（ 水） 学習 発 表会 総練 習  

 ２ ５日 （土 ）学 習 発表 会  

 ２ ７日 （ 月 ）振 替 休業 日  

 ２ ９日 （ 水 ）誕 生 会 （ 幼）  

 ３ ０日 （ 木 ）ハ ロ ウィ ン （ 舎）  

 ３ １日 （ 金 ） A LT 来校 （幼 ・ 中 ）  


